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自然界 に は リ ミッ トサ イ クル 振動子 の集 団 とみ なせ るよ うな系 が 多 数 存 在す

る｡ その よ うな系 の擬 舞 い を適 当なモ デル を使 っ て謝 べ る とき､ これ まで､ 各

揺 動子 の 固有揺 動 数 の ば らつ き とい う形 での quenahed d iso r･-

derは考 慮 され て き た ものの､ 揺動 子 間 の相 互作 用 にも多 かれ少 なかれ 内在

す るはず の raad o m nessは無 祝 され て き た｡ 数年前､ 初 め て､ フ ラス

トレー シ ョンを伴 わ ぬ乱 れ を持 つモ デ ル が提 出 され､ 疑似 グラス相 - の相 屯移

が詳 し く謝べ られ た (文 献 1)｡ しか し､ 現 実 の相 互 作用 は､ 少 な くと もあ る

程 度 は､ プ ラス トレー トしてい るもの と考 え られ る｡ 研究会 では､ まず､ ラ ン

ダム かつ プ ラス トレー トした相 互作用 を持 つ振 動子 集 団のあ る程度 一 般 化 され

たモ デル を提 出 し､ 次 に､ その特 別 の 場 合 に当 た る以 下 のモデル に つ い て､ 数

個 計算 の結 果 を報 告 した:

oJ･=Q J･･ (2冗 , -1∑T:lJ ij S in2冗(OL-Oj, (J.:1.-･.〟,,

●

ここで､0.
3は j番 目の振 動 子 の位 相､Qj は固有 振 動数 を表 し､J･･=JJlttJ

は互 いに独 立 な確 率 変 数 で､ それ ぞれ､ 平 均 0､ 分 散 J2/〟 のGau らs分

布 に従 うもの とす る｡

典 型 的 な結 合強 度 Jをパ ラメ タと して 0か ら大 き くして行 くとき見 られ た現
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｢カオスとその周辺｣

象 の要点 は次の通 りであ る｡ Keyと な るの は各 振動 子 にかか る局 所 場 :

p3･:J~1∑竺=1JL3･eXp(2冗L'oJ･, (L′≡(-1,1′2,

の時 間的変 動 に脚す る分 布 関数 であ る｡ Jが小 さい と き､ それ はG au ss的

な形 であ るが､ J=0. 07あ た りで火 山型 に変 わ る (図 1)｡ これ は､ 一 種

の 引 き込 み相転移 が そ の Jに対 して起 こる ことを反 映 して いる｡ 夷 際､ 平 均 振

動数 が 0であ るもの (数 億 計 算 で は固 有 振動 数 の分 布 は平均 0､ 分 散 1の ガ ウ

ス分 布 と している) の割 合 Qを Jに対 してプ ロ ッ トす る と､ 上 の転 移 点付 近 で
＼

Qが立 ちあが り､ Jと共 に増 大 す る こ とがわ か る (図 2)｡ この よ うな相 転移

杏- て現 れ る秩 序相 は どの よ うな特徴 を持 つの であ ろ うか? 現 在 の所 わ か っ

てい るの は､

(1) 準 引き込 み (quasi-entrainm erlt)

通 常 の phaらe- 1o okingで はな く､ 引 き込 まれ た振動 子 の位 相 は相

互 に拡散 的 に､ 時 間 と共 に離れ て い く (つ ま り､ この 〃 引 き込 み〟 は､ 引 き込

みか否 か は っき りしない fu2:Zyな性格 を持 つ)｡ この ため､ phaseの

orde rは範 移点 後 に も存 在 しない｡

(2) 非指 数 的緩和 (盟iow reiaxation)

秩序 パ ラ メ タや 相 関 幽奴 が代 数 的 に緩 和 す る｡ 図 3は パ ラメ タZの 0へ の 収 束

が､ 鯨移 点 を境 と して､ 指 数 型 か ら代 数型 に変わ る こ とを示 した もの であ り､

前者 の緩 和 時間 てと後者 のべ き指 数 αの J依 存性 も併 せ て示す｡

こ こで 据べ たモ デル は､ Kur･am ot oのモ デル (文 献 2) を ス ピン系 の

fluらhimi-Temper1yモ デル とすれ ば､ SKモデル に相 当す る も

の であ る｡ 上 の秩 序 楯 に あ る振 動 子集 団は, い くつか の点 で, いわ ゆ るガ ラス
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(一般化 きれ た意 味 で) ときわめ て難 似 してい る (特 に (2))｡ そ こで､ こ

の よ うな揺動子 糸 を〟 オ シ レー ター ガ ラス〟 と呼ぶ こ とに したい｡ これ が現実

の生理学 的 な糸や神経情 報処理系 な どに存在す るか ど うか は興 味あ る問題 であ

る｡ 詳 しい性 質 は 目下研 究 中であ る (この報告 の詳細 は文献 3)｡
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図 1. ひ とつの崩所 場 の韻翁 平 面上 の ポー トレー ト

N=500 (a) J=4 (ら) J= 14.
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｢カオスとその周辺｣
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図 2. Q v s. ∫

シ ンボル の 違 い はサ ンプル の 追 い を表 す｡
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図 3.秩 序 パ ラメ タ Z (10個 の サ ンプル につ い て平 均 ) の緩和 :

Z ; N~1∑ぎ=leXp(2冗i'83･,･

(a), (b)で は､ Jが増 える につれ て 1ず つ下 に移 動 してあ る｡

-265-


